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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない
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9 月 27 日（金）午後 2 時より、備後教区・法

光寺住職・季平博昭先生をお招きして秋の彼

岸会法座を開催いたしました。今回は先生ご

自身が月刊誌『大乗』に執筆された本願寺の

連続研修会のテーマの一つ「自他ともに心豊

かに生きるとはどのようなことでしょうか」

について、多くの事例を挙げながら大変わか

りやすくお話していただきました。１８名の

ご参拝者がありました。

　【講演主旨】

私たちの教団は、阿弥陀さまの願いをよりどころとしてお念仏申す人々の集う「同

朋教団」であり、また阿弥陀さまの智慧と慈悲を伝える「伝道教団」であります。

阿弥陀さまの智慧のハタラキを頂くことによって私の本当の姿（煩悩具足の凡夫）

に目覚めます。目覚めれば「何とかしたいなー」という思いが生まれます。

また、苦しみや悲しみ共にして下さる阿弥陀さまのお慈悲のハタラキを頂くことに

よって、心にあたたかい温もり感じます。

そうやって阿弥陀さまの温もりに包まれた一人一人が、お互いに信頼し合い、支え

あって生きていける関係を築いていくことが「自他ともに心豊かに生きる」という

ことだと思います。
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好天に恵まれた 11 月 13 日（水）午後 2 時より、西条組内の長敬寺住職・塩崎隆徳師

をお招きして報恩講が勤まりました。

ご法話は、親鸞聖人の『さるべき業縁のもよおさばいかなるふるまいすべし（我々人

間は縁次第で何をしでかすかもわからない）』（歎異抄）というお言葉を通してお念仏

の教えの深い道理をお話し頂きました。

世間では二律背反するものは同時に成立しませんが、お念仏のみ教えでは、救われる

はずのないこの私（罪悪深重の凡夫）と、そのままで救われる（念仏の行者）という

二律背反するものが同時に成立しているのです。そこにお念仏のみ教えの有難さがあ

り、深い道理があるのです。なお本年度の法座皆勤者は次の７名方でした。

永井初江・松本朱美・真鍋磨千子・森延子・森本仁・安永省一・安永敏枝（敬称略）
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発行所　一味出版部
　　　　行信教校
定　価　２００円（税込）
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